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　イグサ科スズメノヤリ属の多年草。全国の芝地，畦畔，道端，
また海岸から山地にかけての草地などにごく普通に生える。茎
は地中にあり，地表には根出葉だけを伸ばす。根出葉は長さ 7
〜 15cm，幅 2〜 6mmほど。線形 ~広線形，一見イネ科のよ
うにみえるが，葉の縁に白い長毛があり先端は細く尖らずに硬
い棒状になることで区別できる。3月頃に 10〜 20cmほどの
花茎を伸ばし，先端に赤褐色の花が多数集まった直径 1cm程
度のくす玉のような頭花を 1個，時に数個付ける。花序はイネ
科のような小穂ではなく，一つずつ独立している。両性花であ
るが先に雌蕊が飛び出し，3個の柱頭が受粉した後に雄蕊が開
く。種子には白い種枕があり，蟻によって運ばれる。
　この白い種枕をエライオソームという。エライオソームには
脂質やアミノ酸などが含まれアリを誘引する。誘引されたアリ
はその種子を巣まで運び，エライオソームの部分を食料とし，
残った種子を巣の外に廃棄する。廃棄された種子はそこで芽吹
き，分布を広げていく。これをアリ散布と呼ぶ。
　筆者の住む住宅地の中にちょっとした公園がある。その公園
は子どもたちが走り回ったり盆踊りなどで使われたりすること
から大部分は真砂土が敷かれたグラウンドであり，花壇などが
あるわけではない。しかし周辺の排水の為に敷設されたＵ字溝
とグラウンドとの間の隙間には，早春から「雑草」と言われる
各種の植物が芽吹いてくるのである。2月ではまだ花を付けな
い植物もあるが，3月に入るとスミレはもう蕾を付けた花茎を
伸ばし始め，ホトケノザの重なり合った丸いロゼットの間から
も花茎が伸びてくる。ヒメオドリコソウの丸い葉は，Ｕ字溝と
の隙間に途中で途切れながらも数メートルに渡って続いてい
る。それらの草々はU字溝の縁に沿って向こうのほうまで，ま
るで草々の行列のように。
　これらの草種がこのU字溝の縁に沿って行列しているのには
訳がある。これらの草種の種子にはエライオソームが付属して
おり，それを求めてアリが運んできたのである。その後，芽を
吹き種子をつけ，U字溝の縁で他の植物に邪魔もされず世代を
謳歌してきたのだと思う。
　その行列を眺めていると，ホトケノザやヒメオドリコソウに
混じってイネ科のような細長い葉があった。同じくエライオ

ソームを持った草種であるスズメノヤリである。まだ，花茎を
伸ばしてはいないが，まもなく赤褐色のくす玉のような頭花を
付けるようになる。スズメノヤリが頭花を付けるとこちらがこ
の「雑草」行列の先頭になる。というのも，スズメノヤリの頭
花はちょうど大名行列の毛槍を思わせ，大名行列は目立つよう
に毛槍を先頭に進んでいたのであった。それを端的に示したも
のが歌川広重の東海道五十三次の「日本橋」である。絵の中に
大名行列の先頭が描かれているが，前の方の二人が高く掲げな
がら持っているのが毛槍であり，今から大名行列が通ることを
知らしめていた。
　スズメノヤリは花茎とその先につけた頭花がこの大名行列が
持つ毛槍に似ていることから「小さな槍」ということで名付け
られた。
　かつての大名行列では女性たちはいなかったが，今どきのU
字溝の縁の「雑草」行列ではカラフルで女性たちも大勢参加し
ている。さしずめスミレが殿様ならぬお姫様で，ホトケノザの
花の踊り子やヒメオドリコソウの笠をかぶったような女性たち
も，スズメノヤリを先頭にして自分たちの行列を賑々しく知ら
しめているのかもしれない。
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2024 年度春夏作芝関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は，2024 年 11 月 27 日 ( 水 ) に Zoom を用いた Web 会議

において開催された。

この検討会には，試験場関係者 18 名，委託関係者 50 名

ほか，計 75 名の参集を得て，除草剤 8 薬剤 (52 点 )，生育

調節剤 2薬剤 (8 点 ), 展着剤 2薬剤 (9 点 ) について，試験

成績の報告と検討が行われた。

その判定結果については，次の表に示す通りである。
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.HAT-611 粒 
メコプロップPカリウム
塩:1.0% 
DBN:1.0% 
 
 
[保土谷アグロテック, 
保土谷化学工業]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生雑草発生前) 実・継 
 

実) 
[春夏作;(コウライシバ)一年生雑草] 
・芝生育期,雑草発生前 
・10 ～40g/㎡ 
・土壌処理(全面) 
 
※10～20g/㎡の残効は45日程度 
 
[春夏作;(コウライシバ)一年生雑草,多年生広葉
雑草] 
・芝生育期,雑草発生初期 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理(全面) 
 
継) 
・効果,薬害の確認(ノシバ) 
・発生初期処理でのスギナに対する効果の確認
(コウライシバ) 

・一年生雑草発生前における薬量10～20g/㎡での
効果・薬害の年次変動の確認(コウライシバ) 

・倍量薬害試験での確認(コウライシバ) 
・連用試験での確認(コウライシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ) 
・緑化木への影響の確認 

2.MBH-2306 顆粒水和 
ジラム:50% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

ベントグ
ラス 

適用性の検討(藻類発生前) 継 
 

継) 
・効果,薬害の確認(ベントグラス) 

適用性の検討(藻類生育期) 
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

3.RGH-1601 SC 
フ ェ ン キ ノ ト リ オ
ン:18.5% 
 
 
[理研グリーン]  

ノシバ 適用性の検討(ヒメクグ生育期) 実・継 実) 
[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・ 芝生育期 雑草生育期 
・ 0.1mL～0.2mL<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理(全面) 
 
[春夏作;(コウライシバ,ベントグラス)ヒメクグ] 
・ 芝生育期 雑草生育期 
・ 0.1mL～0.2mL<100～200mL>/㎡ 2回 
・茎葉処理(全面) 
 
注) 
・散布間隔は30～45日が目安 
・散布後,一時的に白化症状が見られる場合があ
る(コウライシバ) 
 
継) 
・効果・薬害の確認(ノシバ,バーミューダグラス)  
・倍量薬害での確認 
(コウライシバ,ベントグラス ) 
・連用試験での確認 
(コウライシバ ,ベントグラス ) 

・実証試験での確認 
(コウライシバ ,ベントグラス ) 

・萌芽期薬害の確認 
(コウライシバ ,ベントグラス ) 

・高温期薬害の確認 
(コウライシバ,ベントグラス ) 

・緑化木への影響の確認 

バーミュ
ーダグラ
ス 

適用性の検討(ヒメクグ生育期) 

4.SB-2223 フロアブル 
トリアジフラム:30% 
 
 
[エス・ディー・エスバイ
オテック]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生雑草発生前) 継 継) 
・効果,薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 
 

ノシバ 適用性の検討(一年生雑草発生前) 

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生雑草(キク科を
除く)発生初期) 

ノシバ 適用性の検討(一年生雑草(キク科を
除く)発生初期) 

5.SB-251 顆粒水和 
カフェンストロール:40% 
 
 
[エス・ディー・エスバイ
オテック]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(ヒメクグ発生前→ヒメ
クグ発生前～発生初期,2回処理) 

実・継 
 

実) 
[春夏作;(コウライシバ,ノシバ)一年生イネ科雑
草] 
・ 芝生育期 雑草発生前 
・ 0.3～0.5g<200～300mL>/㎡ 
・ 土壌処理(全面) 
 
[春夏作;(コウライシバ)ヒメクグ] 
・ 芝生育期 
1回目:雑草発生前 
2回目:雑草発生前～発生初期 

・ 0.4～0.5g<200～300mL>/㎡ 2回 
・ 土壌処理(全面) 
 
注)2回処理の散布間隔は1ヶ月を目安とする 
 
継) 
・一年生イネ科雑草での効果・薬害の年次変動の
確認(コウライシバ,ノシバ) 
・倍量薬害での確認(コウライシバ,ノシバ ) 
・連用試験での確認(コウライシバ,ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ,ノシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 
・高温期薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 
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薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

3.RGH-1601 SC 
フ ェ ン キ ノ ト リ オ
ン:18.5% 
 
 
[理研グリーン]  

ノシバ 適用性の検討(ヒメクグ生育期) 実・継 実) 
[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・ 芝生育期 雑草生育期 
・ 0.1mL～0.2mL<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理(全面) 
 
[春夏作;(コウライシバ,ベントグラス)ヒメクグ] 
・ 芝生育期 雑草生育期 
・ 0.1mL～0.2mL<100～200mL>/㎡ 2回 
・茎葉処理(全面) 
 
注) 
・散布間隔は30～45日が目安 
・散布後,一時的に白化症状が見られる場合があ
る(コウライシバ) 
 
継) 
・効果・薬害の確認(ノシバ,バーミューダグラス)  
・倍量薬害での確認 
(コウライシバ,ベントグラス ) 
・連用試験での確認 
(コウライシバ ,ベントグラス ) 

・実証試験での確認 
(コウライシバ ,ベントグラス ) 

・萌芽期薬害の確認 
(コウライシバ ,ベントグラス ) 

・高温期薬害の確認 
(コウライシバ,ベントグラス ) 

・緑化木への影響の確認 

バーミュ
ーダグラ
ス 

適用性の検討(ヒメクグ生育期) 

4.SB-2223 フロアブル 
トリアジフラム:30% 
 
 
[エス・ディー・エスバイ
オテック]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生雑草発生前) 継 継) 
・効果,薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 
 

ノシバ 適用性の検討(一年生雑草発生前) 

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生雑草(キク科を
除く)発生初期) 

ノシバ 適用性の検討(一年生雑草(キク科を
除く)発生初期) 

5.SB-251 顆粒水和 
カフェンストロール:40% 
 
 
[エス・ディー・エスバイ
オテック]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(ヒメクグ発生前→ヒメ
クグ発生前～発生初期,2回処理) 

実・継 
 

実) 
[春夏作;(コウライシバ,ノシバ)一年生イネ科雑
草] 
・ 芝生育期 雑草発生前 
・ 0.3～0.5g<200～300mL>/㎡ 
・ 土壌処理(全面) 
 
[春夏作;(コウライシバ)ヒメクグ] 
・ 芝生育期 
1回目:雑草発生前 
2回目:雑草発生前～発生初期 

・ 0.4～0.5g<200～300mL>/㎡ 2回 
・ 土壌処理(全面) 
 
注)2回処理の散布間隔は1ヶ月を目安とする 
 
継) 
・一年生イネ科雑草での効果・薬害の年次変動の
確認(コウライシバ,ノシバ) 
・倍量薬害での確認(コウライシバ,ノシバ ) 
・連用試験での確認(コウライシバ,ノシバ) 
・実証試験での確認(コウライシバ,ノシバ) 
・萌芽期薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

6.SQC-2401 SC 
キンクロラック(新
規):35% 
 
 
[日本アグロサービス]  

コウライ
シバ 

適用性の検討(一年生雑草生育期) 継 継) 
・効果,薬害の確認(コウライシバ,ノシバ) 

ノシバ 適用性の検討(一年生雑草生育期) 

日本芝 効果・薬害の確認(一年生雑草生育期) 

7.SYJ-385 水和 
マンゼブ:65% 
アシベンゾラルS‐メチ
ル:0.05% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  

ベントグ
ラス 

適用性の検討(藻類発生初期) 実・継 実) 
[春夏作;(ベントグラス)藻類] 
・ 芝生育期,藻類発生初期 
・ 3.0g<500mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
 
継) 
・効果,薬害の年次変動の確認(ベントグラス) 
・倍量薬害での確認(ベントグラス) 
・連用試験での確認(ベントグラス) 
 

8.TH-913H4 フロアブル 
イマゾスルフロン:40.0% 
 
 
[レインボー薬品]  
  

コウライ
シバ 

適用性の検討 
(メヒシバ,アキメヒシバ,エノコログ
サ発生前) 

実・継 
 

実)[春夏作;(コウライシバ)一年生広葉雑草] 
・芝生育期,雑草発生前 
・0.2～0.4ml<200～300ml>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
 
[春夏作; (コウライシバ)チドメグサ類] 
・芝生育期,雑草発生初期 
・0.2ml<200～300ml>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
 
[春夏作;(コウライシバ,ノシバ,ベントグラス,ケ
ンタッキーブルーグラス)一年生広葉雑草,ヒメ
クグ] 
・芝生育期,雑草発生初期(3葉期まで) 
・0.1～0.2ml<200～300ml>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
 
[春夏作;(ベントグラス)コケ類] 
・芝生育期,コケ類発生初期 
・0.2ml<200～300ml>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
 
[春夏作;(ベントグラス)メヒシバ,アキメヒシバ] 
・芝生育期,雑草発生前 
・0.1～0.2mL<200～300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
注) 
・低薬量では効果の持続期間に注意して使用する 
 
継) 
・コケ類に対する効果の確認(ベントグラス 薬量
0.4mL/㎡) 
・多年生広葉雑草に対する効果の確認(コウライ
シバ,ノシバ,ベントグラス) 

・発生前処理での効果,薬害の確認(ノシバ) 
・メヒシバ,アキメヒシバ,エノコログサに対する
効果の確認(コウライシバ) 

・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・連用試験での確認(コウライシバ,ノシバ, 
ベントグラス,ケンタッキーブルーグラス) 
・実証試験での確認 (コウライシバ,ノシバ, 
ベントグラス,ケンタッキーブルーグラス) 
・萌芽期薬害の確認 (コウライシバ,ノシバ) 
・高温期薬害の確認 (コウライシバ,ノシバ, 
ベントグラス,ケンタッキーブルーグラス) 
・緑化木への影響の確認 

ベントグ
ラス 

適用性の検討(メヒシバ,アキメヒシ
バ発生前) 
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B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.EVF-2401 OD 
ホセチル:40.7% 

[エンバイロサイエンス
ジャパン] 

ベントグ
ラス 

ベントグラスの根の伸長および発根
促進効果の検討(製剤変更による薬効
薬害の確認) 

継 継) 
・効果,薬害の確認(ベントグラス) 

2.MBF-162 顆粒水和 
ピラクロストロビン:5% 
フルキサピロキサド:4% 

[丸和バイオケミカル] 

ベントグ
ラス 

ベントグラスの芽数増加効果検討(処
理時期ごとの効果確認) 

実・継 実) 
[春夏作;(ベントグラス)夏の高温期の根部衰退軽
減] 
・芝生育期 
・100倍<100mL/㎡> 2回,500倍<500mL/㎡> 2回 
 散布間隔は30日を目安 
・散布 

継) 
・薬量100倍<100mL/㎡>,500倍<500mL/㎡>3回処理
での効果・薬害の確認 
・芽数増加効果の検討(ベントグラス) 
・倍量薬害試験での確認(ベントグラス) 
・実証試験での確認(ベントグラス) 

ベントグラスの芽数増加効果検討 

C.展着剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.MBS-2402 展着 
新規化合物:26.0% 

[丸和バイオケミカル] 

日本芝 無人航空機散布における植物成長調
整剤の薬効薬害に対する展着剤添加
による同等性の検討 
草丈の伸長抑制による刈込み軽減効
果の検討 

－ (展着剤) 

2.Silwet806 展着 
ポリオキシアルキレンオ
キシド変性シリコーンオ
イル:100% 

[モメンティブ・パフォー
マンス・マテリアルズ・
ジャパン] 

コウライ
シバ 

除草剤(ブロードケア顆粒水和剤)へ
の展着剤加用による影響の確認｡ 

－ (展着剤) 

除草剤(MCPP液剤)への展着剤加用に
よる影響の確認｡ 

ノシバ 除草剤(ブロードケア顆粒水和剤)へ
の展着剤加用による影響の確認｡ 

－ (展着剤) 

除草剤(MCPP液剤)への展着剤加用に
よる影響の確認｡ 

ケンタッ
キーブル
ーグラス 

除草剤(ブロードケア顆粒水和剤)へ
の展着剤加用による影響の確認｡ 

－ (展着剤) 

除草剤(石原MCPソーダ塩液剤)への展
着剤加用による影響の確認｡ 

バーミュ
ーダグラ
ス 

除草剤(アミカル顆粒水和剤)への展
着剤加用による影響の確認｡ 

－ (展着剤) 

除草剤(ブロードケア顆粒水和剤)へ
の展着剤加用による影響の確認｡ 
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